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窄像を呈する中間型 (a1a2) の4型に分類して，深達度
との関係を調べると，ほとんど全例が上記X線型と深達
度 a0123 との関係に分類できることが判明した。以上述
べたごとく組織学的深達度とこれを最も合理的に表わす 
X線型はいかなる型かという問題について好結果を得た
ので報告した。 
25.下部食道噴門疾患の再建術後発生した縫合不全部
位の内視鏡的考察
篠崎良一(千大)
現在のところ，文献上においても術後の吻合不全の内
視鏡像を検討したものはほとんど見られない。そこで今
回下部食道と腸または胃を吻合した症例で、術後縫合不全
部位の内視鏡像を検討して見た。
内視鏡施行症例は 13例と少ないが， 結果をまとめて
みると，狭窄像を示すもの 4例，狭窄および潰蕩像を示
すもの l例，潰虜形成のみのもの l例，肉芽腫の認めら
れたもの 3例，なんら所見の認められなかったもの l
例，癌再発のため，判定不能のもの 3例であった。 
26.“副腎皮質ホルモン長期投与の免疫抑制に及ぼす
影響"
落合武徳(千大)
腎移植の臨床においてはイムラン・プレドニゾロンな
どの免疫抑制剤が長期にわたって使用される。プレドニ
ゾロンの長期投与の後にはその免疫抑制力はどうであろ
うか。ラットにプレドニゾロンを長期投与し， p1aque 
forming cell (Jehne)に及ぼす影響を調べた。ラット
に羊赤血球 109個を静注すると， 4日目には 180X104土 
63 X 104 (S.D.) jspleenの P1aqueforming cell (PFC) 
が形成される。 5mgのプレドニゾロンを羊赤血球投与
の前日にあらかじめ投与しておくと， PFCは36x10‘土 
12x 104jspleenに抑制される。そこでプレドニゾロン 
2mgを週に 3回， 2ヵ月にわたって皮下注射をうけた
ラットに上と同様に羊赤血球投与の前日に 5mgのプレ
ドニンゾロンを投与すると， PFCは 240x 104:t110 X 
104jsp1eenと全く抑制されなかった。 これらの事実は
プレドニゾロンが長期に投与された場合にはその免疫抑
制力は減少していることを示している。腎移植の臨床に
おけるプレドニゾロンの使用法は今後十分に検討されな
ければならない。 
27. 同種腎移植における拒否反応の特異的診断法
神谷定茂-雨宮 浩(千大)
同種腎移植の拒否反応時に，腎由来の抗原性物質が流
出してくるのではないかと考え，これを免疫学的に検出
することを試みた。正常イヌ腎臓水抽出液を，ウサギに
免疫して得た血清を正常イヌ肝臓で吸収し，ウサギ抗イ
ヌ腎血清とした。この血清を， Immuno・electro-osmo・ 
phoresisで検すると，イヌ腎臓とだけ沈降線を作り，正
常イヌ肝臓，正常イヌ血清とは反応しなかった。前述の
腎抽出液を， Sephadex G 200で分画したものと，ウサ
ギ抗イヌ腎血清とを， I.E.O.P.で検すると， Tube No. 
同種自己腎を残し，の分画と沈降線を作った。43.，40
腎移植を行ない，確実に拒否反応を起こさせたイヌを， 
2週間自に採血し，分離した血清を，同様に Sephadex 
G 200で分画し，濃縮して， I.E.O.P.で検すると， 腎
抽出液と同様の分画で沈降線を作った。同種腎移植イヌ
の血清を経目的に採取し， これとの反応を， I.E.O.P. 
で検したところ， 4日自に沈降線を生じ，この時摘出し
た移植腎は，軽度の拒否反応像を呈していた。 
28.腎移植患者末梢リンパ球の Viabilityについて
渡辺一男(千大)
腎移植患者末梢リンパ球を培養し，反応性をみること
は，拒否反応予知など，有意義なことと思われる。今回
はまず， リンパ球の， viabi1ityを調べた。 2%PVPを
加えた静脈血を静置し，上層を分離，グラスウーノレを通
してリンパ球浮遊液とし， 106 celljmlとして 5%CO2 
培養した。一定日後に 0.4%Erythrosin Bで染め，全
細胞に対する生細胞の%をもって， viabilityとした。
その結果， 正常人は， 4日培養で 55%， 7日で 43%で
あるのに対し，腎移植患者では， 16'""-'32%，7'""-'19%と
著しく低値を示した。また， 2...3カ月間の viabi1ityの
変動を， 4日培養値で調べると，正常人は，変動なく 
変動のを示したのに対し，腎移植患者では，60%.，50
巾も大きく， 7'"'-'40%を示した。また， 患者の摂取して
いる免疫抑制剤である Cyclophosphamide および， 
Azathioprineの投与量の多いほど， viabilityは低く，
移植後経過年数とは，関連性はみられなかった。 
29.腎移植後の血中ポリアミンの変動について
碓井貞仁(千大)
イヌ，ラットの皮膚移植後，腎臓移植後に拒絶反応が
起こると， Graft あるいは牌のヒスタミン合成酵素 
Histidine decarboxy1ase の活性が著しく高まること
が知られている。またヒトの腎移植後でも拒絶反応と尿
